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□開館時間＝9：00 ～ 17：00（入館は16：30まで）　□休 館 日＝毎週月曜日（9月20日は開館）　
□入館料＝大人310円（250円）／学生200円（160円）／小中学生100円（80円）

※（　）内は20名以上の団体料金、南丹市内在住・在校の小・中学生は入館無料
※身体障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手帳・戦傷病者手帳をお持ちの方は別途割引料金となります　（手帳をご提示ください）

8 月 14 日｜土｜一 9 月 26 日｜日｜
令和 3 年

－地域をむすぶ交通－



※新型コロナウイルス感染症の影響等により事業が中止または内容変更となる場合がございます。   
ご来館の場合はホームページ等でご確認のうえ、お越しくださいますようお願いいたします。

【アクセス】 
◆自動車…京都縦貫自動車道「園部IC」「八
木西IC」より約5分。園部公園駐車場をご
利用ください。  　　　　　　
◆公共交通… JR園部駅下車、駅西口より
京阪京都交通バス「八田線」もしくは「園篠
線」に乗車、「交流会館前」下車すぐ。また
は市営ぐるりんバスで「図書館前」下車す
ぐ。
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表面掲載図版

中央：二条駅に停車中の京都鉄道列車（京都学・歴彩館京の記憶アーカイブ蔵）/上段：

京都鉄道時間表【明治 43 年 8月】（当館蔵）/下段右：丹波八木大堰川の鮎狩【昭

和 10 年代】（当館蔵）/下段左：園部名所案内【昭和 32 年 4月】（当館蔵）

裏面掲載図版

1: 京都交通株式会社静原営業所【昭和 41 年 7月】（当館蔵）　 2:  殿田駅周辺写真【昭

和 40 年代後半】 （南丹市日吉町郷土資料館蔵 ) 3: 丹波名勝琉璃渓【昭和 8年】（当館

蔵） 4：東京横浜鉄道往返之図【明治初期】（京都鉄道博物館蔵）  5：園部公園【昭和

初期】（当館蔵） ６：八木駅【昭和 35 年 12 月頃】（当館蔵）　

　本年、南丹市内で最も古い駅舎であった旧 JR八木駅
舎（昭和 9年建築）が新駅舎として生まれ変わり、4月
から供用開始されました。現在社会はモータリゼーショ
ンの発展により交通手段も多様化し従来と比べると鉄道
の需要は変化しています。ただ、鉄道は、一度に多くの人々
や荷物を運ぶことができるなど、人々の暮らしの中で身近
な交通機関として発展し、鉄道の開通により町は大きく変
化を遂げてきたことは事実です。
　本展では、明治 32 年（1899）に京都－園部間に開通した
京都鉄道から現在までの変遷を紹介するとともに、鉄道が開
通することによって町がどう変化したのか、古文書や写真、
パンフレット等の歴史資料を用いて紹介します。また、鉄道
開通にあたり尽力した人々、反対に慎重な立場をとった人々に
ついても焦点をあてます。当時の町の状況や周辺地域の抱えて
いた課題などにも触れ、これからの街づくりについても考える
機会となれば幸いです。
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